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此
の
小
册
子
は
乾
印
度
會
社
Co
怒
を
貨
ひ
、
.法
律
家
等
に
ょ
つ
て
-

「

お
の
.或
る
部
分
は
叛
逆
に
極
め
て
近
き
も
の
で
あ
り
、
而
し
て 

:

自
餘
の
..總
べ
て
は
甚
だ
し
く
危
險
な
る
も
の
し
と
着
做
さ
れ
、
，.將
さ
に
秩
序
を
紊
亂
す
る
も
の
と
し
て
星
衙n

c
s
t
a
r

 C
h
a
m
b
e
r
.

ゥ
エ 

.

ス
ト
ミ
ン
ス
ク
ー
宮
殿
內
に
開
か
れ
た
民
刑
事
法
院)

に
告
發
せ
ら
れ
ん
と
し
た
。〔state 

Papei：s 

East Indies, 

1513-1616, 
s

.

381, 

300
5 ; C

o
u
r
t

^
B-
s.
n»
CA
a

^
rt
l
w
w
g
rt
-

êi
p C

o
m
p
a
n
y
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ed. 

H
.

 

wtevens and E. 

B. Sainsbury, 

2
2
n
d

 Feb. 1615. )

o

.
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然
る
に
、
當
時
同
會
社
の
有
力
な
る
株
主
に
ザ
ー
•ダ
ッ
ド
リ
ィ
•デ
ィ
ッ
ダ

ス(

S
-H
-

d
u
d
i
e
y

 D
i
g
g
e
s
}

な
る
人
が
あ
つ
て
、之
れ
に
答

.

.ふ
る
が
爲
め
に1

書
を
刊
行
ず
可
し
と
の
意
見
を
有
し
て
居
づ
た
が
、
同
じ
年
に『

質
易
の
擁
護』

.(T
h
e
J
e
f
e
n
c
e
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.
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Letter to 

S
1.HHhlomas 

wmith 

K
a
i
OQ
g:
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o
v
e
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u

-l-tof t
h
e
w

PJst-India 

c
o
n
v
p
a

s.
e
,
 

&
PJFrom-one of that: 

societie.)

.

.と
題
す
る
小
册
子
を
出
版
し
て
、
有
名
な
る
ト
ー
マ
ス
•
マ
シ
の
東
印
度
貿
易
擁
_
論
の
前
衛
戰
を
行
ふ
こ
と
、
爲
つ
た
の
で
あ
る
。

，

贏
，
榮著：

「

理論銃，

.
計學研究

」
」

，
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,
.
現
に
我
々
の
經
^ -

し
つ
\

あ
る
宜
大
な
轉
換
期
に
.際
し
て
、

科
學
も
政
策
も
極
度
の
實
踐
性
を
要
求
さ
れ
る
の
は
當
然
で

あ

る

が

、

こ
れ
が
鼢
も
す
れ
ば
理
論
閑
却
の
風
を
齎
ら
す
の
は
遺
憾
と
の
：.上
も
な
い
。
基
礎
的
理
論
に
透
徹
す
る
と
と
な
く
し
て
眞
に
截
课
的
な
♦
 

實
_
性
は
期
待
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
..事
變
以
か
統
計
の
利
用
，は
各
方
面
に
苴
つ
て
目
覺
ま
し
い
發
達
を
遂
げ
つ
、
あ
る
が
、
彌
つ
.

...
て
こ
^
に
關
す
る
理
論
的
研
究
を
顧
れ
ば
、
必
ず
し
も
，發
如
た
り
得
ざ」

る
も
の
が
あ
る
ャ
統
計
學
に
關
す
る
知
識
尨
く
し
て
銃
計
を
處 

理
せ
ん
と
す
る
の
は
狂
人
が
双
物
を
振
り
.廻
は
す
の
類
.で
あ
つ
て
、
自
他
を
傷
け
る
之
ょ
り
甚
だ
し
き
は
な
いo ,

即
ち
統
訐
の
利
用
が 

增
大
’す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
と
れ
が
理
論
的
研
究
の
要
請
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
以
で
あ
る
。
こ
の
秋
に
當
つ
て
立
命
館
大
學
敎
授
杉
榮
氏 

.:
の
.野
心
.的
好
箸「

理
論
銃
計
學
硏
究」

の
上
梓
を
見
る
に
至
つ
た
の
は
、
吾
人
の
最
も
欣
快
と
す
る
.と
と
ろ
で
あ
る
。

.

_、

本
書
の
內
容
は
#
く
は
立
命
館
大
學
法
經
學
部
の
.機
關
紙「

法
上
經
濟」

に
發
表
さ
れ
た
諸
論
文
ょ
り
成
り
、
主
と
し
て
大
# .

觀
察
法 

の
ー
般
理
論
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
。
.
¥
章「

大
量
觀
察
法
の
本
質
_

」

、
.散
ニ
章「

大
量
觀
察
方
法
論
の
手
續
論
的
性
格
/
第
三
章「

銃 

..計
的
方
法
の
對
象」

、第
四
章「

統
計
的
總
體
の
統
計
學
的
性
格」

、
第
五
章「

統
計
的
總
體
の
限
界
性」

、
第
六
章「

構
造
的
統
計
系
列
の
.

:

班
論」

、
第
七
章「

非
銃
if
的
方
法
.

1

般
に
關
す
.る
諸
見
解
と
そ
の
如
判」

、
•第
八
章r

統
計
的
方
法
の
諸
代
用
法
の一

般

統

計

學

的

性

.

'
..
'
.
■
.杉
榮
著「

理
.諭
統
計
齡
宪
し
.

-

,

J
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杉
榮
著『

理
論
統
計
學
阱
究」 

1

一

八

0
!
ニ
1
I
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質」
、第
九
萆「'

T

般
銃
計
的
.方
法
静」

、
第
屮
章「

綣
川
佛
士
o
册
f
s
'
o
. 

von 

M
a
y
r
.

批
.判
の
批
判」

、
第
十

1
'章
1社
#'
科

學

に

對

す 

る
數
の
.意
義
.

」

、第
十
二
.寧「

移
働
摩
節
變
動
指
數」

.の
十
一.
S
1收
め
て
ゐ
る
'が
、
最
後
g
H章
は
附
論
に
過
ぎ
：な
い
と
い
ふ
？

.

.統
計
等
の
科
學
的
性
格
に
ジ
い
て
は
極
め
て
異
論
.の
多
い
と
；

J

ろ
で
あ
る
が
、，
敎
授
は
最
も
徹
^
し
た
方
法
學
的
立
場
を
採
る
も
の 

で
、
.統
計
學
を
以
て
統
計
的
方
法
を
硏
究
對
象
と
す
る
學
問
な
り
.と
規
货
す
る
。
.統
計
的
方
法
は
.更
に
，大
量
觀
察
法
と
銃
計
的
解
析 

法
と
に
分
.た
.れ
る
が
、
本
書
に
於
て
敎
授
が
特
に
問
題
.忙
さ
れ
て
ゐ
：る
の
は
前
述
.の
如
く
前
者
、
即
ち
大
量
觀
察
法
で
.
.あ
る
。
敎
授
に 

.と
つy

欣
銃
計
學
を
.一V
の
實
質
科
學
と
見
做
す
.所
謂
社
會
統
計
學
派
は
勿
論
の
こ
と
-
.銃
計
學
を
方
法
擧
と
し
な
が
ら
も
そ
の
方
法
. 

の
對
'#
.を
社
會
現
象
に
限
定
.せ
ん
と
す
る1:

派(

例
：へ

V

ば
ジ
デH 

\
ク
>
'鱗
川
馮
士
等〕

も
亦
根
本
的
に
誤
れ
る
も
の
：.で
あ
.つ
て
、
本
«
 

を1

貫
す
る
指
！

s

理
念
は
、
.こ
.の
.見
解
ょ
り
從
來
の
'銃

fi
t
學
者
を
批
判
し
つ
.

純
粹
な
方
法
學
的
統
計
學
を
建
設
す
.る
こ

と

だ

と

.言 

べ
^
づ
。p

計
學
に
對
す
.る
敎
.授
の
基
本
理
念
.は
私
の
そ
れ
と
同
.

r

乃
至
極
め
て
接
近
し
.て
ゐ
.る
ょ
ぅ
で
、
私
も
嘗
て「

私
自
身
は
統 

訃
學
を
以
，て
.
.漱
式
科
學
と
解
し
、
电
.つ
そ
の
取
扱
ふ
集
團
は
必
ず
し
：も
观
會
的
集
圑
に
限
定
す
べ
き
で
な
く
. 

•
，
.
'同
時
に
、
單
に
解
析
. 

法
に
終
.
#せ
ず
大
量
觀
察
の
方
法
を
も
包
含
せ
し
办
ベ
し
と
解
し
て
.ゐ
る」

と
述
；ベ
た
と
と
が
あ
る(

拙
著
、
統
計
學
の
理
論
と
方
法
、
 

序
文
一
〇
頁〕

。.
併
し
私
自
身
は
未
だ
と
の
見
解
を
充
分
.に
展
開
す
る
に
至
'つ
て
ゐ
な
い
.に
對
し
、敎
授
は
少
'•<
と
も
大
量
觀
察
法
に
關 

し
て
は
極
め
て
獨
創
的
な
體
系
を
示
：さ
れ
た
.

Q

セ
あ
る
。
私
は
未
だ
本
書
を
卒
然
通
睛
し
た
の
み
で
、
■詳
細
な
點
に
關
し
て
は
妣
钊
す 

べ
き
準
備
が
成
つ
て
ゐ
た
'い
が
、
理
解
し
得
た
範
圍
で
.は
、
そ
の
大
膽
な
行
論
は1

々
.肯
け
る
も
.の
で
あ
：つ
た
。
殊
に
第
七
及
び
八
の 

兩
章
に
於
け
る
^
'代
用
法」

の
問
題
は
著
し
く
啓
發
的
な
も
の
，と
考
ヘ
ら
れ
る
。
推
算
•標
本
調
森
•ア
ン
ヶ
ー
ト
等
の
所
謂
代
用
法
が「

果 

し
て
統
計
的
方
祛
と
し
て
の
方
法
形
態
を
と
つV

ゐ
る
か
否
か
は」

確
か
：に
敎
授
の
言
は
れ
る
通
り「

理
論
統
計
學
に
於
け
る
最
も
興
味 

あ

る

問

題

の

一，：

つ」

で

あ

る

が

(

一| 
二
.四
頁〕

、.こ
れ
に
關
し
て
は
今
迄
の
と
こ
ろ
明
確
な
規
定
は
な
か
ク
た
と
い
：へ
る
o
.敎
授
は
か
、
る

混
亂
は
統
計
學
者
の
多
く
が
之
^
を

.一
括
し
て
そ
れ
と
統
計
敗
方
法
或
は
犬
量
觀
察
法
と
の
關
聯
を
問
題
.に
しV

ゐ
た
結
果
で
あ
る
と 

し
、「

銃
ft
的
方
法
の
代
用
法
に
屬
す
る
諸
方
法
を
各
々
獨
立
な
方
法
と
考
.へ
、
此
等
の
各
々
と
統
計
的
方
法
と
の
關
聯
を
追
求
ず
べ
き 

で
あ
るj(

ニ

五

ニ

頁

)

と
斷
定
す
る
。「

我
々
の
.立
場
に
於
て
は
、
統
計
的
方
法
は
互
に
そ
の
性
質
を
異
に
し
、
且
繼
超
的
_
係
に
あ
る 

二
個
の
方
法
即
ち
* 4<

箭

觀
察
法
と
統
計
的
解
析
法
と
を
內
容
と
し
て
も
っ
て
ゐ
る
。
：そ
れ
故
統
計
的
方
法
の
代
用
法
の
中
の
特
定
の

1

方
法
が
理
論
銃
許
學
上
如
何
な
る
方
法
的
性
質
を
も
っ
て
ゐ
る
か
否
か
は
、
そ
れ
が
大
量
觀
察
法
的
性
質
を
も
っ
.て
ゐ
る
ヵ
.或
は

• 
-
 

.
 

.

.

. 

.

*

統
計
的
解
析
鬼
的
性
質
を
も
っ
•て
ゐ
る
か
と
い
ふ
と
と
を
追
求
す
.る
こ
と
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る」(

ニ
五
.五
頁)

と
論
じ
て
、
一
々
の 

代
用
，法
を
吟
味
し
、
例
へ
ば
推
算
を
以
て
統
計
解
析
的
な
代
用
法
た
.る
と
と
を
斷
定
さ
れ
て
ゐ
る
■：

°
こ
れ
は
恐
ら
く
正
し
い
見
方
で
あ

ら
ぅ
。
そ
し
て
'.敎
授
が「

代
表
的
方
法
に
っ
いV

は
文
献
を
全
部
蒐
集
し
，得
た
、
.云

J々

と
豪
語
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、.

こ
の
兩
章

. 

-
• 

.;•

.

. 

•

は
敎
授
に
と
っ
て
も
恐
ら
く
は
侠
心
の
部
分
と
思
は
れ
る
0 

，..最
後
の
三
章
は
附
論
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
，そ
.の
第
十
章
の
蜷
川
.博
士
に
對
す
る
批
刹
は
辛
辣
を
極
め
た
も 

の
で
ハ
會
て
流
行
し
た
マ
ル
ク
ス
を
廻
.る
論
郇
を
勢
鬆
た
ら
し
め
る
.°
敎
授(

の
主
-旨
は
、
0. von 

M
a
y
r

に
對
す
る
.機
川
博
士
の
批
判
.- 

.を
批
判
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
.と
.の
偉
大
な
社
會
統
if
.學

、
の

巨

匠

を

分

析

す

'る

に

あ

る

が

•

何
れ
か
と
い
へ
ば
鱗
川
博
士
を
擊
っ
に
急
：
 

に
し
て
、M

a
y
r

自
身
に
對
す
る
批
判
は
著
し
く
後
退
し
て
ゐ
る
よ
ぅ
で
あ
る
■
 
°
•尤
も
敎
授
自
ら
.Ma

y
i
;

の
體
系
を「

.紹
介
し
ず
る
の
が
：
 

.目
的
だ
：と
言
明
さ
れ
て
ゐ
名
と
こ
ろ
を
見
：る
と
.、
被
，に
’對
す
る
tb
.判
が
一一.

次
的
と
な
っ
て
も
差
支
へ
散
>
わ
け
で
は
あ
る
。

次
の
第
十1

章「

社
會
科
學
に
對
す
る
數
の
意
義」

は
フ
一
フ

，
.スV

ム
パ
ー
の
'所
說
の
.紹
介
で
I

O
絲
If
學
を
確
率
論
的
に
規
定
し
て

s
s
i
s
t
i
k

の
ft
り
に
寧
ろstcchastik (

推
定
學〕

の
文
字
を
以
て
せ
ん
と
す
る
見
解_

こ̂
れ
は
ウ
ィ
ン
ク
ー
K
1

の
特
に
唱
蓴
す
る

.

..

' 

•
 

.
 

:

.
 

'
 
.
 

.
 

1

と
こ
ろ
で
、
' 私
自
身
も
著
し
れ
に
傾
い
て
ゐ
る
！

に
對
し
て
、
' 

..
フ
ラ
.，ス
ケ
ム
,'
パ
ー
.は
統
計
學
に
於
け
る
認
識
目
的
の
ニ
元
性
を

-
-
\ 

,:■... 

'.
、
 

. 

.

. 

.

.

. 

: 

•

' 

' 

.
■-
柊
滎
著
ハ
理
ま
統
計
學
硏
さ
,

■

.,
- 

: 

J

1
办

：

(

.ニ
ニ
.一
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理
論
統5̂

學
研
究
し 

r

;.
'

:

.
H
I
〇

.(

ニ
ー 
ニ
四

：

>

:'-  

• 

• 

• 

I

主
張
し

.統
If
學
と
推
定
學
と
の
區
別
を
要
求
し
て
ゐ
る
。
彼
の
所
謂
ニ
元
性
と
は
，
統
計
學
の
認
識
目
的
は

T

大
數
法
則
に
照
應
す 

る
結
果」

で
あ
る
と
共
に
、.

「

か

iる
藎
然
論
的
見
地
が

.全然
何
等
の
役
割
も
演
ぜ
ざ
る
が
如
き.別箇
な
結
果(

次
量g.

範
圍
及
び

_3t 

の

.•
報
告
等) 」
で
も
あ
る

.とい
ふ
の
で
あ
る

.0
と
の
：理
論
的
對
立
に
極
め
て
困
難
光
：る
問
題
を
包
藏
し
，て
居
り
、

»:
之
が
解
決
は
我
々
に
課 

せ
ら
れ
た

•最も
重
要
な
問
題

.の
1
0
で
あ
る
。
併
し
こ
の
章
に
於
て
は
杉
敎
授
の
積
極
的
意
見
は
窺
ひ
得
な
い
。
最
後
の
第
十
一
一
章
は 

r

數
學
的
方
法
の
精
密
な
る
理
解
'材
料
に
關
す
；る

.双.學的
悤
惟
、
材
料
及
び
，材
料
の
背
後.に存
在
す
る
自
然
的

tf
c會
的
背
景
と
に
對 

士
る
充
分
な
る
理
解
の
下
に
行
は
れ_る特
有
な
推
論
方
法
が
銃
計
的
解
柝
法
の
方
法
形
態

」

：な
る
こ
と
を
說
明
し
、
か
、
る
統
計
的
解 

析
法
の一

例
と
し
て
グ
レ
ー
ブ
ネ
ル
博
士
の

「

移
動
季
節
變
動
指
數

」

を
紹
介
し

.たも
の

.'
で
あ
っ
て
、
經
濟
統
計
の
觀
點
か
ら
極
め
て
興 

味
あ
る
一
文
で
あ
る

。

.  

,

旣
に
述
：べ
た
通
ヵ
、
本
書
で
は
敎
授
は
統
訐
的
方
法
の
う
ち
そ
の

1.

半
た
る
大
量
觀
察
法
の
み
を
問
題
と
さ
れ
た.に
過
ぎ
ぬ
.0
#

っ 

.

て
他
の
一
半
た
る
統
計
的
解
析
法
が
充
分
に
論
述
さ
れ
て
始
め
.て
敎
授
の
所
謂
一
般
理
論
の
罾
豸
が
構
築
さ
れ
る

わ

け

で
、
本
書
が
單 

.

に
理
論
統
計
學
硏
究
，と
題
さ
れ
て
ゐ
る
の
も
之
が
た
め
で
あ
ら
う
？

と
の
淺
さ
れ
た
他
の
半
面
が
、

と

X
に
取
扱
は
れ
た
半
茴
と
同
様 

の
創
意
と
透
徹
を
.以
て
示
さ
れ
ん
こ
と
は
、
.獨
り
黏
の
み
の
念
願
で
は
故
か
ら
う
。

(

立
命
館
出
版
部
發
行
、
定
價
三
圓
八
十
錢

)

. 

C1

九
四 

OJL1  
二

七〕

髙
崎
高
等
商
業
學
校
敎
授
塚
原
仁
氏
の「

人
口
統
計
論」

は
人
口
學
界
の
最
近
の
‘
一
肷
穫
で
あ
る
。
序
文
に
日
く「

今
や
人
口
問
題
は

東
.蓝
新
秧
序
建
設
の
.
1翼
と
し
て
其
重
大
性
が
認
識
せ
ら
れ
、
活
潑
な：

る
論
議
の
的
と
な
っ
て
ゐ
名
事
は
周
知
.の
.如
く
.で
あ
る
が
、
其

- 

. 

.

.

. 

. 

.

中
心
問
題
の一

は
一
友
ふ
迄
も
な
.く
出
生
減
退
で
あ
る
0而
‘し
て
庇
問
題
た
る
や
其
自
身
之
を
切
灕
し
て
考
慮
す
べ
ぎ
も
の
に
非
ず
し
て
、

人
口
の
鞲
成
、
其
發
展
"
更
に
婚
姻
、
死
亡
等
の
諸
事
象
と
の
％
機
的
^
罾
に
於
て
之
を
考
察
す
る
に
#
ざ
れ
ば
、.
其
眞
相
は
到
底
之

， 

-
 

.
 

.

-

を
把
握
す
.る
を
得
ざ
る
ベ
く
、
又
從
て
其
薦
の
對
策
も
之
を
樹
立
す
る
を
腐
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
玆
に
一
般
的
な
る
人
口
の
銃
計
的
硏
究 

の
必
要
が
見
ら
.る
X
.の
で
あ
っ
て
.、
未
だ
本
書
に
於
て
此
問
題
は
殆
ど
取
扱
は
れ
て
は
ゐ
な
-v
>
■け

れ

ど

も.'
上

記

办

意

味

に

於

て

此

事
 

象
を
ょ
り
大
な
る
視
野
に
於
て
眺
め
ん
と
す
る
云
は
^
準
備
過
程
的
意
_
を
本
書
に
認
め
得
る
と
す
る
な
ら
ば
、
私
の
深
く
喜
び
と
す
1

' 

■ 

• 

• 

- 

- 

- 

• 

• 

- 

' 

- 

< 

'
• 

: 

•

•

4

る
所
で
あ
る」

と
。

- ,
'

■

' .
,

■

■:
.

.

!

本
書
は
ニ
編
ょ
り
成
り
、
.第
一
編「

人
口
統
計
序
說」

で
.は
人
口
統
計
の
概
念
*.
人
口
統
計
調
赉
、
.紙
計
解
析
略
說
.の
三

章

を

收

.め

て 

ゐ
る
。
氏
は
人
ロ
統
社
學
贫
る
獨
立
的
科
學
の
可
能
性
を
、
於
の
歷
史
的
事
甶
と
統
計
的
硏
究
對
象
と
し
.て
の
人
ロ
の
特
異
性
と
の
ニ 

っ
か
ら
肯
定
す
る
も
の
、
如
く
で
あ
る
。

.*
計
辦
析
略
激
は
文
字
通
り
略
識
で
、
僅
か
十
三
•貝
の
ぅ
ち
に
比
例
數
か
ら
始
っ
て
相
關
 々

•
塚
原
仁
著
1人
ロ
統
.計
論 j

>-
\
c!
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